
３ 調査結果を踏まえた現状について（小学校算数）

【成果が見られるところ】

○ 具体的な問題場面において，乗法で表すことができる二つの数量の関係

を理解することについて，正答率は（1）94.9.％（全国：96.9％）でした。

また，１より小さい数を小数をかける乗法の問題場面を理解し，数量の

関係を数直線に表すことについて，正答率は（2）73.8％（全国：69.9％）

でした。 （Ａ問題１（1）（2））

（１）の正答は２ｍ買ったとき：120円，３ｍ買ったとき：180円です。

（２）の正答は，60の場所：イ・0.4の場所エ・□の場所：アです。



【成果が見られるところ】

○ 立方体の面と面の位置関係の理解について，正答率は82.6％（全国：86.

7％）でした。 （Ａ問題７）

正答は，２です。



【課題が見られるところ】

△ 正五角形は，五つの合同な二等辺三角形で構成できることを理解するこ

とについて，正答率は60.2％（全国：75.5％）でした。 （Ａ問題６）

正答は，72です。

60の誤答が10.6％（全国：5.0％）ありました。三角形OABを正三角形と捉えて

いると考えられます。



【課題が見られるところ】

△ 直線の数とその間の数の関係に着目して，示された方法を問題場面に適

用することについて，正答率は24.5％（全国：27.4％）でした。

（Ｂ問題２（2））

正答は，上から５本目と９本目と解答しているものです。

上から４本目と８本目と解答している誤答が19.9％（全国：18.0％）見られま

した。手紙の長い辺を３等分する点の，点どうしの間は４行ずつになることは理

解しているが，その間の数を直線の数に直して表現することはできていないと考

えられます。


